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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

町の偉人を知っていますか？
【特集】

郷土幕末偉人伝
　私たちがなにげなく暮らしている現代社会は、過去に偉

大な業績をあげた人たちがいたおかげです。そんな歴史的

偉人が本町にもいたことをみなさんはご存じですか？

photo: 咸臨丸の油絵
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町の偉人を知っていますか？
【
特
集
】
郷土幕末偉人伝

　

吉
岡
勇
平
（
旧
姓
：
鈴
木
）

の
ち
の
吉
岡
艮
太
夫
は
、
東
白

川
郡
石
井
村
（
現
在
の
矢
祭
町

大
字
中
石
井
）
の
豪
農
で
あ
る

鈴
木
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

17
歳
の
と
き
に
ふ
る
さ
と
を

出
て
、
江
戸
で
旗
本
で
あ
っ
た

吉
岡
家
の
養
子
と
な
り
、
才
能

を
発
揮
し
、
人
柄
と
努
力
が
認

め
ら
れ
、
江
戸
幕
府
の
軍
艦
を

ま
と
め
る
軍
艦
取
調
役
と
な
り

ま
し
た
。

　

１
８
６
０
年
（
安
政
７
年
）

２
月
４
日
、
日
米
修
好
通
商
条

約
を
結
ぶ
た
め
、
ア
メ
リ
カ
へ

渡
る
使
節
団
の
一
員
と
し
て
幕

府
の
軍
艦
「
咸
臨
丸
」
に
乗
船

し
品
川
を
出
発
、
日
本
人
最
初

の
自
力
航
海
に
よ
る
米
国
訪
問

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

艮
太
夫
は
、
公こ

う
よ
う
が
た

用
方
操
練
所

勤き
ん
ば
ん番

と
し
て
使
節
団
員
の
教
練

を
す
る
役
割
で
艦
内
の
総
務
・

経
理
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
艮
太
夫
ら
が
大
任
を

果
た
し
て
帰
国
し
た
日
本
の
よ

う
す
は
一
変
し
、
尊
王
攘
夷
の

世
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
岡
は
艮
太
夫
へ
と

名
を
変
え
、
身
を
幕
府
の
た
め

に
捧
げ
ま
し
た
。

郷
土
の
偉
人

「
吉
岡
艮
太
夫
」

【咸臨丸】
DETAIL
【かんりんまる】全長：48.8 ｍ　全幅：8.74 ｍ
幕末期に江戸幕府が保有していた軍艦。木造でバーク式の３本マストを備
えた蒸気コルペット。100馬力の蒸気機関を持つ。「咸臨」とは「易経」（古
代中国の書物）より取られた言葉で、君臣が互いに親しみ合うことを意味
している。幕府の船として初めて太平洋を往復したことで知られている。
1860年の乗船者には吉岡艮太夫をはじめ、勝海舟・福澤諭吉・木村摂津守・
ジョン万次郎らがいる。

艮
太
夫
が
肩
を
並
べ
た

歴
史
上
の
偉
人
た
ち

　明治時代に社会
のあり方や人の生
き方をさとした人
物。大阪で生まれ、
25 歳のときに咸
臨丸に乗船し米国
へ渡りました。
　日本に帰国後
は、様々な書物
を出版する中で、
1872年（明治5年）

に福澤諭吉の最も
有名な著書であ
る「学問のすすめ」
の初編が刊行され
ました。
　現代では、日本
紙幣の中でも一番
高価である１万円
札に描かれている
人物としても有名
です。

　1860 年（万延元
年）に「咸臨丸」
の艦長として太平
洋を横断し、幕府
の使節とともに米
国へ渡りました。
帰国後は、軍艦奉
行となり、神戸海
軍操練所を開設
し、海軍の基盤を
構築しました。

　その後、戊辰戦
争時には幕府軍の
軍事総裁となり、
徹底抗戦を主張す
る小栗忠順に対し、
早期停戦と江戸城
無血開城を主張し
実現させました。
　明治維新後は、
参議、海軍卿など
を歴任しました。

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
　
Ｕ
ｐ

福澤　諭吉
（1835 ～ 1901）

【ふくざわ　ゆきち】

勝　海舟
（1823 ～ 1899）

【かつ　かいしゅう】

＊
「
咸
臨
丸
」
乗
船
時
（
１
８
６
０
年
）
〜

吉
よしおか

岡　艮
ごんたゆう

太夫
（１８３０～１８７０）

町
の
偉
人
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

【特集】

郷
土
幕
末
偉
人
伝

　

１
８
６
２
年　
　

・
第
14
代
将
軍
徳
川
家い
え
も
ち茂
と
和
か
ず
の
み
や宮
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
婚

　

１
８
６
３
年　
　

・
浪
士
組
（
の
ち
の
新
選
組
）
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　

・
薩
英
戦
争

　

１
８
６
４
年　
　

・
新
選
組
に
よ
る
池
田
屋
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　

・
蛤
は
ま
ぐ
り
ご
も
ん

御
門
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　

・
四
国
連
合
艦
隊
が
下
関
を
砲
撃

　

１
８
６
６
年　
　

・
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
る

　

１
８
６
７
年　
　

・
坂
本
竜
馬
、
新し
ん
せ
い
ふ
こ
う
り
ょ
う
は
っ
さ
く

政
府
網
領
八
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
草

　
　
　
　
　
　
　
　

・
討
幕
の
密
み
っ
ち
ょ
く勅

　
　
　
　
　
　
　
　

・
大
政
奉
還

　
　
　
　
　
　
　
　

・
王
政
復
古
の
大
号
令

　

１
８
６
８
年　
　

・
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
を
機
に
戊ぼ
し
ん辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争
が
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　

・
五
箇
条
の
誓
文

　
　
　
　
　
　
　
　

・
五
榜
の
掲
示

　
　
　
　
　
　
　
　

・
江
戸
を
東
京
と
改
称
し
、
年
号
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
と
す
る

　

１
８
６
９
年　
　

・
東
京
に
遷
都

　
　
　
　
　
　
　
　

・
太
政
官
制

　
　
　
　
　
　
　
　

・
版
籍
奉
還

　

１
８
７
１
年　
　

・
郵
便
制
度
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

・
新
貨
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　

・
廃
藩
置
県

　
　
　
　
　
　
　
　

・
日
清
修
好
条
規
調
印

　
　
　
　
　
　
　
　

・
岩
倉
使
節
団
が
出
発

　

１
８
７
２
年　
　

・
学
制
公
布

　
　
　
　
　
　
　
　

・
新
橋
・
横
浜
間
に
鉄
道
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　

・
富
岡
製
糸
場
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

・『
学
問
の
す
す
め
』
刊
行

　

１
８
５
３
年　
　

・
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

　
　
　
　
　
　
　
　

・
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
長
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
来
航

　

１
８
５
４
年　
　

・
日
米
和
親
条
約
締
結

　

１
８
５
５
年　
　

・
日
露
和
親
条
約
締
結

　

１
８
５
６
年　
　

・
第
13
代
将
軍
徳
川
家い
え
さ
だ定
と
篤あ
つ
ひ
め姫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
婚

　
　
　
　
　
　
　
　

・
ハ
リ
ス
が
来
日

　

１
８
５
７
年　
　

・
松
し
ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

下
村
塾
が
開
塾

　
　
　
　
　
　
　
　

・
ハ
リ
ス
が
江
戸
城
に
登
城
し
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軍
に
謁
見

　

１
８
５
８
年　
　

・
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印

　
　
　
　
　
　
　
　

・
安
政
の
大
獄

　

１
８
６
０
年　
　

・
咸
臨
丸
が
初
の
太
平
洋
横
断

　
　
　
　
　
　
　
　

・
桜
田
門
外
の
変
、
井い

い伊
直な
お
す
け弼
暗
殺

吉
岡
艮
太
夫
が
生
き
た
時
代

幕
末
〜
明
治
（
１
８
５
３
〜
１
８
７
２
）

2
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町の偉人を知っていますか？
【
特
集
】
郷土幕末偉人伝

　

吉
岡
艮
太
夫
は
幼
少
の

頃
、
生
家
の
近
く
に
あ
っ
た

龍
光
寺
で
よ
く
遊
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
遊
び
と
言
っ
て

も
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
イ
タ

ズ
ラ
を
龍
光
寺
の
小
坊
主
と

し
て
い
た
よ
う
で
、
６
歳
の

頃
に
は
、
龍
光
寺
の
池
に
鶏

を
放
し
て
泳
ぐ
の
か
ど
う
か

を
試
し
て
み
た
り
、
池
の
魚

に
イ
タ
ズ
ラ
を
し
た
り
し
て

龍
光
寺
の
住
職
に
叱
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ま
ぁ
、
い

わ
ゆ
る
わ
ん
ぱ
く
坊
主
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
艮
太
夫
は
そ
れ

が
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
わ
ず

に
や
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ

こ
か
ら
彼
が
多
く
の
事
に
関

心
が
あ
り
、
好
奇
心
が
旺
盛

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

そ
の
後
、
艮
太
夫
は
17
歳

で
郷
土
を
離
れ
、
24
歳
で
吉

岡
家
の
養
子
と
な
る
ま
で
の

８
年
の
間
に
、
北
会
津
か
ら

南
長
崎
ま
で
旅
を
し
な
が
ら

世
の
中
を
見
て
学
び
ま
す
。

当
時
は
、
農
民
か
ら
武
士
へ

と
い
う
の
は
メ
ジ
ャ
ー
な
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
が
、
歴
史
の
中
で
彼
が

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
や
は
り
彼
の
実

力
・
才
能
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
言
え
ま

す
ね
。

　

私
は
、
吉
岡
艮
太
夫
と
い

う
偉
人
が
本
町
出
身
者
に
い

た
と
い
う
こ
と
を
町
の
歴
史

と
し
て
知
る
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
の
こ
と
は
我
々

町
民
の
誇
り
で
あ
る
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も

こ
の
こ
と
を
教
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
こ

の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
中
で

子
ど
も
た
ち
同
士
や
家
族
で

の
会
話
に
こ
の
話
し
が
出
て

き
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
も
郷
土
・
地
域
の
歴

史
と
し
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
町
の
財
産
と
し
て
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Munekazu  Katano

片野　宗和
PROFILE
【かたのむねかず】

宝坂在住。68歳。矢祭町教育委員会委員・矢祭町文化財

保護審議会委員・元福島県立博物館資料調査員・元矢祭

町史編纂・景観町づくり会副会長・全国教育関係神職協

議会常任理事・伊勢神宮評議員神社本庁参与・宝坂神社

宮司。趣味は木工、焼き物・急須・根付け収集。

郷
土
・
地
域
の
歴
史
と
し
て
知
り

町
の
財
産
と
し
て
共
有
し
て
い
き
た
い

著書名 発行日 表題 出版社 発行者 備考

土居　良三 1998.12.18 咸臨丸　海を渡る 中央公論社 笠松　巌
木村摂津守の従者であった長
尾幸作の公開日誌「鴻目魁耳」
を元に、長尾の曾孫である著
者が現代語訳した著書

植松　三土里 2004.3.10 桑港（ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ）にて 新人物往来社 菅　英志

幕末、咸臨丸による日本最初
の太平洋横断の快挙の陰に隠
された水夫たちの 4 か月にお
よぶ異国での暮らしと、海の
男の絆を描く物語

網淵　謙錠 1988.3.10 剣（けん） 中央公論社 嶋中　鵬

戊辰戦争後の屈辱への憤りを
剣に賭けた武士たちの壮烈な
人生を鮮やかに描く歴史小説
10 篇のうち「斃（へい）」の
篇が吉岡の生涯について書か
れている

柴田　錬三郎 1965.10.1 幕臣一代 新潮社 － 月間小説誌「小説新潮」
第 19 巻掲載

文倉　平次郎 1969.1.15 幕末軍艦咸臨丸 名著刊行会 西沢　楯雄

オランダで建造された木造ス
クーナー・コルヴェット艦咸
臨丸の竣工から、米国への派
遣、維新を経て開拓使の所管
となるまでを徹底的に調査・
研究した記録

福澤　諭吉 1983.1.18 福翁自伝 岩波書店 緑川　亨
福澤諭吉の自伝。本文中に咸
臨丸乗船の内容も書かれ、吉
岡とのやり取りがある

福澤　諭吉 2001.4.1 福翁自伝 慶応義塾大学（株） 慶応義塾 校注解説：富田正文（非売品）

子母澤　寛 1966.1.31 勝海舟
（第２巻　咸臨丸渡米） 新潮社 佐藤　亮一 歴史的事実とフィクションを

織り交ぜた歴史小説

本山　荻舟 1942.1.26 近世數奇伝（上巻） 博文館 大橋　進一

吉岡　艮太夫（著）
小島　長藏 　  （編） 1919.11 吉岡艮太夫小傳 － 小島　長藏

艮太夫の長男育之助と、次
男長蔵により出版された伝
記。本人執筆の旅記・日記
等がまとめられている

吉岡艮太夫関係文献一覧
interview

　

矢
祭
町
教
育
委
員
会
で

は
、
左
記
の
よ
う
な
資
料
集

を
小
学
校
３
・
４
年
生
を
対

象
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
艮
太
夫
に
つ
い
て

や
町
の
様
々
な
こ
と
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
私
た

ち
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
こ

の
町
に
も
歴
史
の
教
科
書
に

出
て
く
る
よ
う
な
偉
人
た
ち

と
肩
を
並
べ
、
次
代
を
築
い

た
先
人
が
い
た
と
い
う
こ
と

を
後
世
に
語
り
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
集　

郷
土
幕
末
偉
人
伝

　
　
　
　
　
　
　
　

終
わ
り

郷
土
の
偉
人
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
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特
定
健
診
は
、
加
入
し
て
い

る
保
険
者
が
実
施
す
る
も
の

で
、
40
〜
74
歳
の
全
て
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。（
矢
祭
町

の
対
象
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の

方
）。

　

こ
の
健
診
は
、
将
来
、
脳
血

管
疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血

等
）・
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋

梗
塞
、
狭
心
症
等
）・
人
工
透

析
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
な
い
か
調
べ
る
と
と
も
に
、

保
健
指
導
に
よ
り
そ
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
に
通
院
し

て
い
る
方
も
、
そ
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
な
い
か
調
べ
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

今
年
度
の
特
定
健
診
会
場

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。
町

内
の
ど
こ
の
会
場
で
も
受
診
は

で
き
ま
す
の
で
、
自
分
の
都
合

に
あ
わ
せ
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

10
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
社
会

保
険
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
特

定
健
診
受
診
券
・
保
険
証
・
自

己
負
担
金
を
持
っ
て
特
定
健
診

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
受

け
た
ら
、｢

や
ま
っ
ぴ
ー
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業｣

の
台
紙
に

記
入
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

ま
し
ょ
う
。
指
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
る
と
、
健
民
カ
ー
ド
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
矢
祭
町
ゆ
め
活
ポ
イ
ン

ト
事
業｣

は
、
１
回
50
ポ
イ
ン

ト
で
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
集
め

る
と
５
０
０
円
の
商
品
券
に
交

換
で
き
ま
す
。
健
診
結
果
が
届

い
た
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
す
の
で
、
役
場
、
又
は
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
だ
、
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
は
、
同
時
に
申
請

も
で
き
ま
す
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
☎
４
６

　

‐
２
０
９
７
／
町
民
福
祉
課

　

健
康
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４

　

５
７
３

　

平
成
27.

・
28
年
度
の
特
定

健
診
の
受
診
状
況
は
、
表
１
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
27
年
度
に
比
べ
、
男
性

は
増
加
、
女
性
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
全
体
的
に
は
40
歳
か
ら

54
歳
ま
で
方
の
受
診
率
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
血
管
の
状
態
に
変
化

が
現
れ
る
に
は
、
約
30
年
か
か

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に

糖
尿
病
や
高
血
圧
脂
質
異
常
症

に
な
っ
て
も
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
方
に
は
、
自
分
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
た
め
に
も
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
健
診
受
診
者

の
有
所
見
者
の
状
況
は
、
表
２

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
と
比
較
す
る
と
、
多
く

の
項
目
で
矢
祭
町
の
有
所
見
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
健
診
を
受
け
始
め

る
40
代
に
お
い
て
、
す
で
に
、

血
管
を
傷
つ
け
る
検
査
項
目
で

あ
る
糖
（H

bA1c

）
の
検
査
で

は
、
受
診
者
の
29
・
４
％
、
血

圧
で
は
26
・
５
％
と
４
人
に
１

人
以
上
の
有
所
見
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
受
診
率
が
低
い
40
代

か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予

防
の
た
め
に
も
毎
年
の
受
診
は

必
要
で
す
。

特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

Health 
information

健康情報

８
月
７
日
（
月
）
か
ら
、
平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
及
び
各
種
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

矢
祭
町
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
受
診
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

表 1　平成 27・28年度特定健診年齢階級別受診状況（受診率：％）

年齢 男性
（27年度）

男性
（28年度）

女性
（27年度）

女性
（28年度）

40～44歳 45.5 42.9 47.1 27.8
45～49歳 20.6 42.9 31.0 32.0
50～54歳 40.0 36.1 45.2 46.4
55～59歳 44.7 55.4 52.9 51.9
60～64歳 52.5 49.5 62.3 56.9
65～69歳 53.9 58.2 66.7 65.9
70～74歳 60.3 66.4 65.9 67.0

　

男
性
は
増
加
傾
向
、

　

女
性
は
減
少
傾
向
に

　

40
代
で
も
み
ら
れ
る

　

有
所
見
者

表２　平成 28年度特定健診有所見者状況（単位：％）

年代 摂取エネルギーの過剰 血管を傷つける メタボ以外の
動脈硬化要因

腹囲 BMI 中性脂肪 ALT 
   （GPT) HDL 空腹時

血糖
HbA1c
   （NGSP）

収縮期
血圧

拡張期
血圧 LDL

男85㎝以上
女90㎝以上 25以上 150以上 31以上 40未満 100以上 5.6以上 130以上 85以上 120以上

全国 31.5 24.9 21.5 13.8 4.8 21.6 55.4 45.5 18.6 52.9

総数
（矢祭町） 35.2 33.0 22.9 15.7 5.5 42.5 54.9 50.5 21.9 50.6

40代 29.4 20.4 26.5 17.6 2.9 29.4 23.5 26.5 11.8 55.9

50代 43.8 42.7 24.7 19.1 3.4 36.0 39.3 47.2 32.6 53.9

60~64歳 36.4 34.7 22.9 17.8 4.2 42.4 56.8 46.6 22.0 55.9

65~69歳 32.7 31.8 22.0 14.3 8.1 44.8 60.5 52.0 24.2 50.2

70~74歳 30.3 30.3 22.4 13.8 4.6 46.1 61.2 58.6 14.5 44.1

　

医
療
機
関
へ
通
院

　

し
て
い
る
方
も
対
象
で
す

　

問
い
合
わ
せ

　

ど
こ
の
会
場
で
も

　

受
診
で
き
ま
す

月 日 曜日 会　　　　場 受付時間

８月

7日 （月） 宝坂構造改善センター

8日 （火） 下関河内多目的集会施設

9日 （水） 上関河内健康ふれあい館

10日 （木） 高野谷地多目的集会施設 午前８時

18日 （金） 旧関岡小学校

20日 （日） 矢祭町体育センター 〜

21日 （月） 旧石井小学校

22日 （火） 農村集落多目的共同利用施設（下石井） 午前１０時

23日 （水） 旧内川小学校体育館

24日 （木） 矢祭町山村開発センター

25日 （金） 矢祭町山村開発センター

表３　平成 29年度特定健康診査及び各種がん検診日程表

募集期間：6 月５日～８月１８日
応募方法：指定の用紙に必要事項を
　　　　　 記載し、郵送・ＦＡＸ・メー

　　　　　ルにて応募ください。

　　　　　（＊詳しくは「がん検診キ
　　　　　    ャッチフレーズ」で検

　　　　　　 索してください。）

賞品：最優秀賞（1点）は県が来年度
　　　製作するがん検診チラシ・ポ

　　　スターに掲載されるほか、優

　　　秀賞（数点）以上には豪華副

　　　賞があります。

問い合わせ：福島県健康増進課「がん検
　　　　　　  診受診促進キャッチフレー

　　　　　　   ズ係」☎ 024-521-7640

　　 がん検診を受けたくなる
　    キャッチフレーズ募集中

　

｢

や
ま
っ
ぴ
ー
健
康　

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業｣

　

矢
祭
町

　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト



8

第二百三回
八雲神社祭典天王祭

　

７
月
16
日
（
日
）、
東
舘

字
山
野
井
に
鎮
座
す
る
八
雲

神
社
祭
典
「
第
二
百
三
回
天

王
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
典
当
日
は
、
東
舘
地
区

内
を
華
や
か
な
山
車
が
太
鼓

の
音
を
町
内
に
響
か
せ
な
が

ら
巡
業
し
、
沿
道
に
は
そ
れ

を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集

ま
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
舘
駅
前
駐
車
場

で
は
よ
さ
こ
い
の
雄
大
な
演

舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
華
麗
な

踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
、
天
王
祭
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
神
輿
の
御
宮
入

り
が
行
わ
れ
、
東
舘
の
御
仮

屋
か
ら
八
雲
神
社
ま
で
の
道

中
を
力
強
く
駆
け
抜
け
る
姿

に
、
祭
典
一
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

9
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納

付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納

　

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

　

い
な
け
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

●
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

　

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

　

期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分

　

で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

　

し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き

　

ま
す
。

　

追
納
の
お
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ

る
方
、ま
た
は
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
年
金
事
務
所
国

　

民
年
金
課
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐

　

４
１
６
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

８
月
21
日
（
月
）
の
「
福
島
県

民
の
日
」
に
町
内
公
共
施
設
の
無

料
開
放
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
企
画

　

財
政
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
９

開
催
日
時　

平
成
29
年
９
月
10
日（
日
）

開
催
場
所　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
（
室
内

　

25
ｍ
プ
ー
ル
及
び
周
辺
道
路
）

参
加
資
格　

開
催
種
目
を
完
走
で
き
る

　

体
力
を
有
す
る
健
康
な
人
で
、
誓
約

　

書
に
署
名
・
捺
印
し
て
参
加
証
明
を

　

受
け
た
者

内
容　

キ
ッ
ズ
（
小
学
１
〜
６
年
生
）、

　

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）、　

レ
デ
ィ
ー

　

ス
（
ビ
ギ
ナ
ー
）、
メ
ン
ズ
、　

レ
デ

　

ィ
ー
ス

参
加
費
用　

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
▼
１
，

　

０
０
０
円
／
レ
デ
ィ
ー
ス
（
ビ
ギ
ナ

　

ー
）
▼
２
，
０
０
０
円
／
メ
ン
ズ
・

　

レ
デ
ィ
ー
ス
▼
３
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

規
定
の
参
加
申
し
込
み
書

　

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
大
会
事
務

　

局
ま
で
送
付
の
こ
と
。
併
せ
て
参
加

　

費
用
を
振
り
込
み
の
こ
と
。（
送
付

　

先
、
参
加
費
用
振
り
込
み
先
等
に
つ

　

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

申
込
締
切　

平
成
29
年
８
月
10
日
必
着

問
い
合
わ
せ　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
☎
４

　

６
‐
２
９
４
２　

「
福
島
県
民
の
日
」

無
料
開
放
等
実
施

施設名 協賛の内容

ユーパル矢祭
（矢祭町大字東舘字蔵屋敷108-1）

【割引】
（平日）大人 500 円→ 300 円、小学生 400 円
　　　　→ 200 円、幼児 300 円→ 100 円
（平日夜）大人 400 円→ 200 円、小学生 300 円
　　　　→ 150 円、幼児 200 円→ 100 円

ふれあいテニスコート
（矢祭町大字東舘字蔵屋敷103-1）

【割引】
　　　500 円→ 100 円（1 時間）

スインピア矢祭（町民プール）
（矢祭町大字東舘字蔵屋敷103-1） 【無料開放】

第
２
回
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

in
や
ま
つ
り
開
催

　

農
業
者
年
金
は
、
３
つ
の
要
件
を

満
た
せ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

要
件　

60
歳
未
満
、
国
民
年
金
第
１

　

号
被
保
険
者
（
保
険
料
免
除
者
を

　

除
く
）、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

　

従
事
し
て
い
る
方

特
徴
１　

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　

▼
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
年
金
で

　

す
。
ま
た
、
加
入
者
・
受
給
者
数

　

の
増
減
に
左
右
さ
れ
な
い
、
安
定

　

し
た
制
度
で
す
。

特
徴
２　

終
身
年
金
▼
年
金
は
生
涯

　

受
給
で
き
ま
す
。
仮
に
加
入
者
・

　

受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

　

た
場
合
に
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け

　

取
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

　

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

　

る
額
が
ご
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

　

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
徴
３　

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税

制
上
の
メ
リ
ッ
ト
▼
支
払
っ
た
保
険

　

料
は
全
額
（
最
高
80
万
４
千
円
）

　

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

　

り
、
所
得
税
・
住
民
税
等
の
節
税

　

に
な
り
ま
す
。

特
徴
４　

保
険
料
の
額
は
自
由
選
択

　

▼
通
常
加
入
で
あ
れ
ば
月
額
２
万

　

円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単

　

位
で
選
択
で
き
ま
す
。

特
徴
５　

保
険
料
の
国
庫
補
助
▼
政

　

策
支
援
加
入
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

　

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
一
定

　

の
要
件
を
満
た
し
た
意
欲
あ
る
担

　

い
手
は
保
険
料
の
２
割
、
３
割
、

　

５
割
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
の
保
険
料
は

　

月
額
２
万
円
に
固
定
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
農
業
委
員
会

　

事
務
局
☎
４
６
‐
４
５
７
６

農
業
者
年
金
で

老
後
の
生
活
を
安
心
サ
ポ
ー
ト

　

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
８
月
20
日（
日
）

　

午
後
３
時
開
場

場
所　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
２
階
多
目

　

的
ホ
ー
ル

内
容　

映
画
「
お
ま
え
う
ま
そ
う

　

だ
な
」

上
映
時
間　

89
分
間

入
場
料　

無
料
（
特
別
優
待
券
持

　

参
者
）
＊
特
別
優
待
券
は
町
民

　

福
祉
課
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町
民

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

に
向
け
て
、
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る

資
質
（
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
）
を
学

校
と
社
会
が
共
通
の
認
識
と
し
て
持
つ

こ
と
が
で
き
る
「
場
」
を
設
定
し
、
子

ど
も
の
成
長
を
確
か
め
な
が
ら
、
学
校

の
役
割
、
保
護
者
の
役
割
、
社
会
の
役

割
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
よ
う
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

開
催
日
時　

平
成
29
年
８
月
19
日（
土
）

　

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所　

棚
倉
町
文
化
セ
ン
タ
ー（
倉

　

美
館
）

対
象　

東
白
川
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
白
川
郡

　

内
教
職
員
、
そ
の
他
希
望
者

内
容　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

ム
」
第
１
部
▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　

シ
ョ
ン
／
第
２
部
▼
講
演
「
キ
ャ
リ

　

ア
教
育
の
意
義
と
棚
倉
町
の
キ
ャ
リ

　

ア
教
育
」

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
町
教
育
委
員
会
☎

　

０
２
４
７
‐
３
３
‐
７
８
８
１　

人
権
映
画
を

上
映
い
た
し
ま
す

子
ど
も
の
未
来
を

み
ん
な
で
考
え
よ
う



　親子はいくスクール in 矢祭
　　8月 6日（日）午前９時 30 分～午前 11 時 30 分
　　▶夏の合間に、親子で俳句を楽しんでみませんか？
　季節のおはなし会
　　8月 20 日（日）午後 1時 30 分～午後２時 30 分
　　▶手作り絵本コンクール作品を、スクリーンで紹介します。
　矢祭町ビブリオバトル
　　8月 20 日（日）午後３時～午後４時 30 分
　　▶矢祭もったいない図書館を会場に、ビブリオバトルを開催し
　　　ます。今回のテーマは「絵本」です。

　毎月テーマごとに家読のおすすめの本を紹介します。８月は「自由
　研究や読書感想文の本」を紹介します。

　第９回手づくり絵本コンクールでは「矢祭町」に関する内容や「矢
　祭町の特産品」にまつわるものなどを描いた作品を対象とした特
　別賞を新設しました。町内の皆様からの応募をお待ちしています。

　８月７日（月）、14 日（月）、21 日（月）、28 日（月）

　矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６
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矢祭町地域おこし協力隊コラム

作

　

森

田

僚

也

『
動
き
始
め
ま
し
た
！
』

　

協
力
隊
の
お
年
寄
り
、
青
樹

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
覧
の
通
り

「
樹
」
違
い
の
男
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
以
後
お
見
知
り
お
き
の

ほ
ど
を
。

　

さ
て
、
私
が
こ
こ
矢
祭
町
に

来
て
早
４
ヶ
月
。「
お
前
は
何

を
し
と
る
ん
じ
ゃ
？
！
」
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
く
ら
い
何

も
で
き
な
い
ま
ま
今
日
を
迎
え

て
い
ま
す
ね
。
な
ん
か
悔
し
い

で
す
。

　

し
か
し
！
ご
存
知
の
方
は
ご

存
知
の
通
り「
や
ま
つ
り
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議
会
」

が
い
よ
い
よ
稼
働
し
始
め
、
私

め
が
事
務
局
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
は
鮎
、
柚
子
を
中
心
と

し
た
町
お
こ
し
に
繋
が
る
事
業

を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
町

が
活
気
づ
い
て
く
れ
る
と
い
い

な
、
と
念
じ
な
が
ら
一
所
懸
命

に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
出
来
ま
し
た
ら
応
援
し

て
下
さ
い
。

　

少
し
だ
け
自
分
の
性
格
等
お

話
し
ま
す
と
、
誰
か
と
会
っ
て

最
初
の
一
言
が
交
わ
せ
れ
ば
あ

と
は
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
出
来

る
ヤ
ツ
な
の
で
す
が
、
そ
こ
に

い
く
ま
で
に
大
汗
、
脂
汗
タ
ラ

タ
ラ
の
小
心
者
な
ん
で
す
。
な

の
で
皆
さ
ん
か
ら
一
言
で
も
お

声
が
け
い
た
だ
け
る
と
も
の
す

ご
く
嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
と
、

あ
ま
り
目
が
い
い
方
で
は
な
い

の
で
な
か
な
か
人
の
顔
を
覚
え

ら
れ
な
い
の
で
す
よ
。（
歳
の

せ
い
も
あ
り
ま
す
ね
（
笑
））

時
折
不
愛
想
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
ひ
ら
に
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
「
矢
祭

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
も
時
々
投
稿
し
て

お
り
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い

で
す
。
こ
ん
な
男
で
す
が
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

青樹雅
まさみ

美（53）

図 書 館 だ よ り
library Information

「おじいさんの木」
【リーブル出版】

　　　著者　おおかわよしえ　

　作者は、矢祭もったいない
図書館手づくり絵本コンクー
ルにおいて、過去三度入賞し
ています。今回、奈良県東吉
野村の絵本コンクールにて、
審査員特別賞を受賞した作品
が出版されました。
　ドングリの実を拾いに山へ
行ったさきちゃんは、二ホン
オオカミの子どもから、ドン
グリのおもちゃの作り方を教

えてもらいま
す。絶滅した
二ホンオオカ
ミを題材にし
た、心温まる
絵本です。

【８月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】

【手作り絵本コンクール特別賞を新設しました】

0分
んか？

ＮＥＷ　ＢＯＯＫ

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

　

平
成
二
九
年
七
月
実
施

佳
老
山
雷
神
照
ら
す
夏
の
空

滝
川
の
苔
む
す
岩
に
水
飛
沫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

夏
料
理
皿
の
広
が
る
紅
生
姜

月
の
夜
岸
辺
を
渡
る
蛍
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

山く
ち
な
し

梔
子
の
花
に
昭
和
史
問
い
か
け
り

終
列
車
去
り
て
家
路
の
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

捩
花
や
生
き
方
変
へ
る
こ
と
で
き
ず

筧
よ
り
落
ち
る
水
曲
げ
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

ひ
げ
に
汗
ぬ
ぐ
い
も
せ
ず
に
荒
太
鼓

追
憶
は
良
き
事
ば
か
り
夏
桔
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

鏡
中
を
過
ぎ
る
猫
あ
り
梅
雨
晴
間

山
女
釣
り
靄
に
消
え
行
く
崖
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

３
歳
児
健
診
の
虫
歯
な
し
は

19
人
中
12
人
で
し
た
（
希
望
者
の
み
掲
載
）長岡士

しどう

道くん 金子瞬
しゅんいち

一くん鈴木柚
ゆ い な

依奈ちゃん國分結
ゆいか

佳ちゃん吉田斗
とうま

将くん鈴木杏
あんり

理ちゃん

髙橋柚
ゆづき

月ちゃん飯村晃
ひかる

琉くん鈴木美
み う

羽ちゃん下重愛
あいと

翔くん近藤蒼
そうま

真くん

え
す
二
ミ
た
絵
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旅行にいきたいです。

家族仲良く住めるマイホームを建てることが今の夢
です。

ショッピングに出かけることです。

自然が多く過ごしやすいところです。

子どもたちが遊べるような場所があまりないので、
そういった所があればいいなと思っています。

町内などで見かけたときには、みたよと声を掛けて
もらえればと思います。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が
ほ
し
い

菊池　剛気さん

Ｋ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
　
Ｋ
ｉｋ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ

きくちこうき● 22 歳・戸塚在住

メッセージ

from結婚支援室（38）

message

次は片野拓美さん（東舘）の予定です。

No.41

　　

平
成
19
年
度
に
地
域
介
護
予
防

運
動
教
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養

成
講
習
資
格
を
取
得
後
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
元
で
、
平
成
20
年

度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
各
地
域

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在

は
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
指
導
及

び
体
力
測
定
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
宝
坂
在
住
の
片
野
エ
イ
子
さ

ん
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
約

10
年
の
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
は
、
各
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
い
き
い
き
百
歳
体
操

の
う
ち
戸
塚
、
山
野
井
・
金
沢
、

宝
坂
の
体
力
測
定
の
サ
ポ
ー
ト
と

週
１
回
の
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
エ
イ
子
さ
ん
は
「
こ
の
10
年

間
は
、
人
に
運
動
の
楽
し
さ
を
伝

え
ら
れ
た
ら
と
思
い
続
け
て
き
ま

し
た
。
活
動
の
中
で
『
膝
が
良
く

な
っ
た
の
』
な
ど
の
喜
び
の
言
葉

を
聞
け
る
こ
と
や
人
と
触
れ
合
え

る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
最
高
の
こ

と
で
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
現
在
の
い
き
い
き
百

歳
体
操
の
指
導
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

は
言
わ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
て
指
導
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
や
は
り
直
接
顔
を
見

な
が
ら
生
で
指
導
で
き
る
こ
と
は

嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。」
と
指
導

す
る
喜
び
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
エ
イ
子
さ
ん
は
、「
私

が
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
し
、
こ
こ
ま
で
一
緒

に
や
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
や
っ
て
い

る
方
々
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
み

な
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い

ら
れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。」
と

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
感
謝
を
す

る
と
と
も
に
町
民
の
健
康
を
願
い

続
け
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

「結婚相談会のお知らせ」
　毎月第４金曜日「地域見守りふれあ
い拠点」において結婚相談会を開催し
ています。お気軽にご相談ください。
【内容】　・結婚に関する相談受付
　　　 　  ・婚活へのアドバイス
　　　 　  ・婚活情報の提供　など

詳しくは、結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

婚活イベント開催のお知らせ

高城構造改善センターで体力測定を行った後、集ま
った皆さんに指導をするエイ子さん。

運
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
な
が
ら

人
と
触
れ
合
え
る
こ
と
が
や
り
が
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.41 －

片
野
エ
イ
子
さ
ん

PROFILE
【かたのえいこ】　宝坂在住。趣味は生け
花。特技は着付け。氏神様にお茶をあげる
ことが日課。

　

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
等
で
気

に
な
る
の
が
参
加
男
性
・
女
性
の

人
数
の
差
で
す
。
圧
倒
的
に
男
性

が
多
く
、
一
人
の
女
性
を
３
〜
４

人
の
男
性
が
囲
ん
で
い
る
様
子
が

あ
り
、い
わ
ゆ
る
「
男
余
り
状
態
」

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
状
況
は
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
の
中

だ
け
で
は
な
く
全
国
的
に
み
ら
れ

る
状
況
で
、
古
く
は
昭
和
初
期
か

ら
起
こ
っ
て
お
り
現
在
ま
で
変
わ

ら
な
い
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
国
勢
調
査
で
の
独

身
男
性
が
女
性
よ
り
多
い
県
ラ
ン

キ
ン
グ
に
よ
る
と
、１
位
茨
城
県
、

２
位
栃
木
県
・
福
島
県
と
な
り
ま

す
。
驚
き
の
結
果
で
す
が
、
隣
接

す
る
３
県
が
北
関
東
周
辺
で
あ
る

こ
と
は
共
通
す
る
理
由
が
あ
り
そ

う
で
す
。
や
は
り
近
く
に
大
都
市

東
京
が
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
就
職
や
結

婚
で
東
京
や
そ
の
周
辺
へ
流
れ
る

こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、ラ
ン
キ
ン
グ
の
下
位
、

１
位
鹿
児
島
県
、
２
位
福
岡
県
、

３
位
奈
良
県
に
お
い
て
も
男
性
が

多
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
再

婚
男
性
が
初
婚
女
性
を
選
ぶ
傾
向

が
あ
り
、
男
性
が
余
る
理
由
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
出
会
い
は
「
縁
」

で
す
。
男
性
も
女
性
も
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
で
は
積
極
的
な
自
分
に
変

身
し
素
敵
な
「
縁
」
を
勝
ち
取
り

ま
し
ょ
う
！



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

矢祭中生に講話をする人権擁護委員

　６月２９日（木）、保護司である寺島良夫さん、
野村一峰さん、深谷良太郎さんが来庁し、第６７回
社会を明るくする運動の内閣総理大臣及び福島県知
事からのメッセージを町長へ伝達しました。さらに、
地域の方々をはじめ、地方公共団体など様々な機関・
団体の支えや多くの参加・協力を依頼しました。

野村議長の円滑な進行で進んだ議事

　６月２９日（木）、人権擁護委員による「人権教室」
が矢祭中学校の生徒を対象に開催されました。教室
では、人権擁護委員による講話や人権作文入賞作品
の朗読などが行われ、中学生たちは日常生活や学校
生活の中での人権尊重の意識を高めるとともに、人
権作文のポイントを学びました。

メッセージを朗読する寺島保護司

　6月２９日（木）、矢祭町青少年育成町民会議総
会がユーパル矢祭で行われました。議事では、野村
一峰副会長を議長として、２８年度事業報告・収支
決算報告、２９年度事業計画・収支予算・役員につ
いてが協議されました。また、閉会後には東洋大学
名誉教授の坂詰力治氏による講演が行われました。

「人権ってなんだろう？」
▶矢祭中学校「人権教室」

明るい社会をつくるため
▶内閣総理大臣メッセージ伝達式

青少年の健全な育成を図るために
▶矢祭町青少年育成町民会議総会

やまつりこども園庭に開かれた動物園

流水プールを楽しむ利用者

　7 月 2 ０日（木）、スインピア矢祭の屋外プー
ルがオープンしました。補修された流水プールと
ウォータースライダーをはじめ、幼児用プールやす
べり台など暑い夏を乗り切るために多くの親子や小
中学生が訪れ、歓声をあげていました。なお、屋外
プールは８月３１日（木）までオープンしています。

水しぶきと歓声が響く
▶スインピア矢祭屋外プールオープン

やまつりこども動物園開催
▶親子お楽しみ会

　７月２２日（土）、やまつりこども園庭において、
保護者会が主催する親子お楽しみ会が開催されまし
た。今年度は、やまつりこども動物園と題した移動
動物園を催し交流を図り、園児たちと保護者は、白
ヤギやウサギ、七面鳥、アヒルなどの動物たちとの
触れ合いを楽しみました。

本町初の小学生で全国大会出場の快挙
▶若鮎チャレンジサポート事業激励式

激励金を交付され決意を新たにする修明高校の４人

「若鮎大賞」を受賞した菊池凌太くん（中央右）

　７月１３日（木）、若鮎チャレンジサポート事業
激励式が町長室で行われ、全国小学生陸上競技交流
大会福島県選考会（日清カップ）８０ｍハードルで
１位に輝き、本町初の小学生で全国大会へ出場する
という快挙を成し遂げた矢祭小学校６年生の菊池凌
太くんに「若鮎大賞」が贈られました。

　７月１３日（木）、若鮎チャレンジサポート事業
激励金交付式が町長室にて行われました。今回交付
されたのは、各競技で全国大会へ出場する修明高校
の２年生で、自転車競技の石井祐介くんと金沢陸く
ん、ホッケー競技の菊池隼一くんと横山卓実くんの
４人です。全国大会でも頑張ってください。

全国の舞台での活躍に期待
▶若鮎チャレンジ事業激励金交付式
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　特集で掲載した吉岡艮太夫ですが、まさ
か自分が住む町に歴史に出てくるような偉
人がいると思っていなかったので、いろい
ろと調べてみると面白いものだなと思いま
した。ここに掲載したこと以外のことも様々
な書物に載っているので、みなさんも調べ
てみてください。
　今年も天王祭の記事を掲載させていただ
きました。昨年とは違い、山車の巡業が午
前中のみになったので午前中の撮影枚数が
とても増えました。それと同時に山車を引っ
張っていたので体力的にきつかったです。
天王祭に携わっていたみなさん、本当にお
疲れ様でした。　　　　　　　　　　　（海）

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。
８
月
10

日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金

融
機
関
か
ら
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
納
税

通
知
書
に
口
座
振
替
依
頼
書
を

同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
今
回
口
座
振
替
を
申
し
込
ま

れ
る
方
は
第
２
期
分
か
ら
の
振

替
と
な
り
ま
す
。）

納
期
限　

第
１
期
▼
８
月
31
日

　
（
木
）
／
第
２
期
▼
11
月
30

　

日
（
木
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
課

　

税
第
一
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
１
５
１
７

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
５
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大

学
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎

年
、
質
問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
福
島
県
内
の

ご
心
配
を
抱
え
た
妊
産
婦
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
福
島

県
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
よ
う

と
す
る
妊
産
婦
の
皆
様
の
現
状

や
ご
意
見
・
ご
要
望
を
的
確
に

把
握
し
、
よ
り
よ
い
産
科
医
療

お
よ
び
育
児
支
援
を
提
供
で
き

る
よ
う
活
か
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
引

き
続
き
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調

査
」を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
県
立
医

科
大
学
放
射
線
医
学
県
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、妊
娠
・

出
産
・
育
児
全
般
に
関
す
る
電

話
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
立
医
科

　

大
学
放
射
線
医
学
県
民
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
‐

　

５
４
９
‐
５
１
８
０
（
平
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

で
は
、
平
成
30
年
度
入
隊
予
定

の
自
衛
官
候
補
生
、
航
空
学
生

（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

自
衛
官
候
補
生
▼

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
／

　

航
空
学
生
▼
高
校
卒
（
見
込

　

含
）23
歳
未
満
の
者（
海
上
）、

　

高
校
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

　

満
の
者
（
航
空
）

受
付
期
間　

平
成
29
年
７
月
１

　

日
（
土
）
〜
９
月
８
日
（
金
）

試
験
日　

自
衛
官
候
補
生
▼
平

　

成
29
年
９
月
16
日
（
土
）
午

　

後
（
男
子
）、
平
成
29
年
９

　

月
23
日
（
土
）（
女
子
）
／

　

航
空
学
生
▼
平
成
29
年
９
月

　

18
日
（
月
）

試
験
会
場　

自
衛
官
候
補
生
▼

　

日
本
大
学
工
学
部
・
陸
上
自

　

衛
隊
郡
山
駐
屯
地
（
男
子
）、

　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地（
女

　

子
）
／
航
空
学
生
▼
郡
山
市

　

労
働
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

悪
質
商
法
、
契
約
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
す
ぐ

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
め
の

相
談
が
良
い
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。

相
談
窓
口　

し
ら
か
わ
地
域
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
白
河
市

　

役
所
本
庁
舎
地
下
１
階
）

受
付
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ　

し
ら
か
わ
地
域

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

　

４
８
‐
２
２
‐
１
１
３
３

　

障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
尊
厳
を
お
び
や

か
す
行
為
で
す
。
こ
の
よ
う
な

行
為
を
防
ぐ
た
め
に
障
害
者
虐

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ５,９５４人（－   ８）
男 ２,９３３人（－   ７）
女 ３,０２１人（－   １）
世　帯 ２,０７７世帯（－   ５）

待
防
止
法
（「
障
害
者
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」）

が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

方
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
の
に

気
づ
い
た
方
は
、
す
み
や
か
に

相
談
窓
口
に
相
談
・
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
通
報
し
た

方
や
届
け
出
し
た
方
の
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

東
白
川
障
が
い

　

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

８
０
‐
８
２
２
２
‐
１
１
２

　

２

　

疾
病
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低

下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野

狭
窄
、
視
野
欠
損
等
）
で
、
就

学
や
進
学
、
就
労
で
お
困
り
の

方
の
教
育
相
談
・
支
援
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

月
曜
日
・
水
曜
日
・

　

金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象　

乳
幼
児
か
ら
成
人
の
方

問
い
合
わ
せ　

県
立
視
覚
支
援

　

学
校
（
旧
盲
学
校
・
福
島
市
）

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２
５

　

７
４

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
17
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

人の動き
７月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小松　勇

は や と

翔 6/23 康幸 ・ 笑里 東　舘

八幡　結
ゆ う こ

子 6/30 博昭 ・ 洋美 東　舘

新海陽
ひ な み

南美 7/1 勝磨 ・ 千愛美 戸　塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
熊田　博 67 靖 7 / 3 下石井
芳賀　克巳 70 克則 7 / 5 内　川
鈴木　明 62 俊男 7 / 16 中石井
陳野　忠治 95 功一 7 / 27 宝　坂

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２９年度全国統一防火標語
「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　熱中症は、夏の強い日射しの下で激しい運動や作業をする時
だけでなく、身体が暑さに慣れない梅雨明けの時期や高温多湿
の室内で過ごしている時にもみられます。こまめに水分を補給
し、室内でも油断せずエアコンや扇風機を上手に使い、熱中症
対策をしましょう。また、花火で遊ぶ機会も多いと思います。
楽しくきれいな花火ですが使用方法を間違えると人に迷惑をか
けたり、けがをしたりする恐れがあります。注意書きをよく読
み使用方法を守って、安全で楽しい花火をしましょう。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～7月15日）

火災件数　 ４件
救急出動       142件

消防分署からのお願い

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

個
人
事
業
税

納
期
の
お
知
ら
せ

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
を

虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

県
民
健
康
調
査

「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」

陸
・
海
・
空
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

視
覚
障
が
い
者
の

教
育
相
談

「
お
か
し
い
」
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談

2829

町県民税▶第２期
国民健康保険税▶第３期
介護保険料▶第３期
後期高齢者医療保険料▶第１期
納期限（口座振替日）▶８月３１日（木）

●今月の納税



　戸塚在住の下重さんのお宅へお邪魔すると、３人のお子さんが挨
拶をしてくれました。ご両親はお子さんたちについて「誰からも愛
されるようにという願いを込めてつけた名前なので、その通りに
育ってくれたら嬉しいです。」と話します。また、舞美さんは「結
愛は元気で明るくひょうきんな子、愛翔は泣き虫だけど優しい子、
芽愛は負けず嫌いな子ですね。」と３人の性格についても教えてく
れました。そんな３人は、交代勤務のため家で会う機会が少ないと
いうパパのことが大好きで、パパが休みの日などには一緒に水郡線
に乗って塙駅や近津駅、棚倉駅などに行くそうです。家族からの愛
情を受ける３つの愛が、どのように成長していくのか楽しみにしな
がら大輔さん舞美さんはこれからも見守り続けます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア8

家族と一緒に
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お子さん　下重結
ゆいな

愛ちゃん（7）　愛
あいと

翔くん（3）　芽
めい

愛ちゃん（1）
お父さん　大輔さん　　お母さん　舞美さん　
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日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019

13 14 15 16 17 18 19
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●矢祭読書の日
●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●家族の相談会
　    山開（9：00～12：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～10：00）
●矢祭町立小・中学校第二学期始業式

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 31 9/1 2
●やまつりこども園幼児教育部
　第二学期始業式

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●スインピア矢祭
　屋外プール利用最終日

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●乳がん検診
　    山開（9：00～10：30）
　　    （13：00～14：00）

●乳がん検診
　    山開（9：00～10：30）
　　    （13：00～14：00）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


